
 

 

 

 

 

 

第 8７回 

○場 所：神土交流サロン 

○時 期：令和６年７月24日 19：00～21：00 

○参加者：委員４名 行政６名 一般：2名 

 

【今年度の新しい取組み】 

・・暦
こよみ

くらす（東白川村の暮らしや文化の体験イベント）・・ 

村の方と移住者を中心とした方を「つなぐ」きっかけや場づくり、村の伝統や文

化を後世に伝えることを目的とし、村の伝統的な暮らしを村の方から教わるイ

ベントを令和５年度から年に 6回開催し２年間で１２回実施を目標とします。 

 

第１ 村長あいさつ 

皆さんこんばんは。本日もよろしくお願いいたします。猛暑と雷雨が続く

７月後半を迎えました。本日も雷雨があり、猛暑による健康被害と線状降

水帯などの災害も心配な季節となっています。そのような時期にご参加く

ださりありがとうございます。さて、最近の出来事の中のひとつに、６月

２７日に福岡県にて「日本で最も美しい村」連合の総会が開催され出席し

てきました。この連合は、来年には創立２０周年を迎え、加盟町村は 58と

なっています。加盟町村は人口１０,０００人以下のため、持続性がテーマ

となっています。東白川村も人口予測では２０５０年には、９００人との

数字が出るほど非常に厳しい状況が続いています。村の人口は現在約２,０

００人ですが、特に、どのように人口を維持していくのか、また、どのよ

うに地域活力を維持していくのかが、持続性に直接寄与します。９月には、

この連合の１０年目再審査を控えていますが、連合の理念は、住民自立、
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美しい村づくり 
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経済自立、伝統継承、リーダーシップの４点となっています。なかでも、

住民自立とは、住民による自主的な地域活動と読み下しますが、具体的に

は、賑わいのあるお店やイベントがありつづけること、新しいことにチャ

レンジされている地域ということでもあります。本日の YOTTEKOYA実行

委員会さんによる、２回目の東白川村がんばる地域づくり補助金申請プレ

ゼンテーションこそがまさに、住民自立や官民協働による、支えあいでの

活気ある元気な地域づくりであると考えています。非常に喜ばしいことで

す。本日もよろしくお願いいたします。 

 

第２ 東白川がんばる地域づくり補助金 申請プレゼン 

事業名：「YOTTEKOYA2024」 

説明者：YOTTEKOYA運営委員会  

代 表：田口絵梨さん 

申請者：木曽善文さん 

申請額：20万円 

   YOTTEKOYA 運営委員会代表の田口絵梨さんと、申請者の木曽善文さん

による説明と質疑応答が行われました。 

1 がんばる地域補助金の概要 

・村、地域に明るさと元気を与える活動や活性化に寄与する活動で今までに

ない新しい事業に対して交付される。 

・交付は同事業に対して、同年度内に１回、合計３回まで。 

・この補助金の特徴は、新しい事業のスタートアップをサポート。 

２ 質疑応答 

【事業開催の想い】 

「バイクを通しての人のつながりを活かし、村の魅力をより多くの人に伝

え、人と人をつないでいきたい。」「今年は、昨年以上の来場者を見込み、

去年つないだ PEACEがもっと大きくなることをテーマとし、また新たな

来場者が訪れることで、新しい風となり結びつきが強く大きくなる。」 



【第２回のポイントは】 

・開催日を９月の３連休に変更。雨天延期（１０月１３日） 

・集客目標を３００人から４５０人に増加。 

・バイカー以外の方も楽しむことができるイベント内容に変更。 

→ 体験ブース増加。 

・入場料変更。 

・入場料に抽選券付き。抽選は午前と午後の２回実施。 

・村のお茶を PR。試飲会と販売。（茶広農園） 

・司会を専門家に依頼。 

【補助金３回限定に対する自走していく工夫は】 

・補助金で備品購入。 

・村内外の事業所からの協賛を募る。 

・村内事業所とのコラボを企画する。 

【コメント】 

・交流人口や関係人口の増加につながる、大変意義のある素晴らしい活動

です。（村長） 

 

第３ 雑談から生まれるワークショップ「私の近況報告」 

・CATV の村議会番組を観て、美しい村事業の費用対効果等に対しての回

答が素晴らしかった。美しい村委員会により多くの地元の方が参加をし

てくれれば。 

・美しい村づくりの取組みを、絵画活動で地域に広げたい。美しい村絵画

コンクールや絵手紙活動、ヒノキの板に絵を描くなど。 

→ 初めの一歩は、等身大の活動が良いと思います。絵画活動されている

方との個展を村で開催するなどいかがでしょう。（事務局） 

→ 他地域の事例で、かまぼこ板絵国際コンクール「小さな美術展」が有

名です。 

・草刈りのし過ぎで、足を痛めました。 



・美しい村づくり講演会の講師・テーマを提案します。矢野さんは著名人

で講師料が高い（５０万以上）ので、お弟子さんをお呼びするのもいいか

もしれません。 

◆大地再生講座の矢野智徳さん。 

◆「土中環境」著者の高田宏臣さん。 

→ 講演会以外にも委員会にお呼びしての学びあい会の予算があります

ので、そちらも活用できます。（事務局） 

・私も、暑い中での草刈りをしています。この時期もいろんな花がさいて

いますね。子どもが英検に合格しました。そんな中、子どもと高校オープ

ンキャンパスに参加してきましたが、校舎やグランドの規模の大きさに

びっくりしていました。子どもたちは村の環境にすっかりなれたんだな

と感じる出来事でした。 

・神土庄屋の「邦好」には、多くの古文書が保管されており、村では目録

等を整理しました。苗木藩に関連する古文書があるので、中津川市の研究

員による調査をし易くするため、村で古文書を保存していくこととなり

ました。 

・「邦好」には、東白川村指定天然記念物でもある、大きなかやの木があり

ます。かやの実は、数日アク抜きして炒って食べます。村では、お正月に

は、かやの実をお供えし、食しています。 

 

第４ 暦
こよみ

くらす（暮らしの体験会） 

村の方と移住者を中心とした方を「つなぐ」きっかけづくりを目的とし、

村の伝統的な暮らしを村の方から教わるイベントを令和５年度から年に

6回開催し２年間で１２回実施を目標としています。運営は、事務局と委

員が協働で実施していき、村の方が村でやりたいことを実現する場を設

定し活動していくことで、官民協働活動と位置付けています。 

 

 



〈年間スケジュール〉 

令和５年度 

朴葉寿司 鮎の友釣り 

母樹林 

ウォーキング 

雨天中止 

しめ縄 味噌づくり 

母樹林 

ウォーキング 

開催中止 

令和６年度 

釜炒り茶 
母樹林散策 

（暮らし編） 

紅葉 

ウォーキング 
発酵食 こんにゃく 林業 

 

・以前開催した味噌づくりでは、そろそろ味噌が完成してくるので、食べ

比べ会を開催してはどうでしょうか。（事務局） 

 → 食べ比べの会への参加者ニーズは少ないと思います。（委員） 

 → 食べ比べ会の実施は見送ります。（事務局） 

 

第５ 事務局からのお知らせ 

１ 「清流の国ぎふ」文化祭 オブジェ製作について 

   事務局からオブジェ製作の説明と参加のお願いをしました。 

２ 聞き書き成果発表会について 

   みのかも定住自立圏「里山まちづくり事業」にて、高校生による聞き書き

活動を実施しており、7月 25日（木）にみのかも文化の森にて発表会が

開催されるので、委員へ案内を行いました。 

 

第６ 閉会（21：00） 

 

〈次回〉  

第８８回  

とき：８月２７日（火） １９時から 

場所：神土交流サロン 

 



 



以上 


